
幼稚園ごみの出し方教室

ッカー車を間近で見学パ
　町は、幼稚園児を対象にしたごみの出し方教室を 11月2日、醸芳
幼稚園で行いました。
　当日は、羽山産業株式会社協力のもと、普段町内でごみ収集に使用
されているパッカー車を用意。佐藤繁雄代表取締役社長がごみの出し
方を説明し、実際のごみ収集の様子などを披露しました。
　パッカー車を間近で見学した園児らは、パンダの絵が描かれた車両
に興味津々の様子で、家庭のごみがどのように収集されているのか、
学ぶことができました。

▲�かわいらしい絵が描かれたごみ収集車と清
掃員の作業の様子を観察する園児たち

クリーンアップ作戦

みのない町を目指してご
　町内一斉美化活動が 11月1日の「阿武隈川の日」にちなんで行われ、
町内会や事業所が町内各所で取り組みました。
　この活動は、阿武隈川流域にある 22市町村が年1回、各町内会や
事業所の協力のもと実施しているものです。本町も平成11年から、
河川敷や道路、水路に投棄された空き缶・廃ビニールなどのごみ回収
や、雑木・雑草の刈り払いや側溝の土砂上げなどを行っています。今
年も 2,500人以上の皆さんが参加し、ごみのない町を目指して、地域
環境の美化に努めました。

▲�早朝に河川敷で、率先してペットボトルや
ビニールごみを拾う地域の皆さん

伊達崎小学校 150 周年記念式典

校の伝統をふり返り、節目を祝う学
　明治5（1872）年に大林寺で開校した伊達崎小学校の創立150周年
を祝う記念式典が 10月26日、同校で開かれました。
　式では、児童発表が行われ、はじめに宮田紗奈さん（5年）が「150
年間大切に受け継がれてきたことを実感した。100年先も 300年先も
受け継がれていくことを願っている」と発表。次に、角舘真宙さん（6
年）が「伊達崎地区の住民の皆さんは、いつも私たちと触れ合ってく
れる。私も、地域の子どもたちとたくさん触れ合える大人になりたい」
と話し、全校生で大好きな伊達崎小学校への思いを共有しました。

▲�我が校への思いを話す真宙さん。式では、
記念品や記念誌贈呈も行われました

民音学校コンサート

界の平和を歌にのせて世
　一般財団法人民主音楽協会主催の民音学校コンサートが 11月14
日、醸芳中学校で開かれ、全校生徒が生の音楽を楽しみました。
　長年にわたり、青少年の情操教育の一環として、小・中学生を対象
に無料で開催されてきた同コンサート。今回は、ウクライナ出身のソ
プラノ歌手であるオクサーナ・ステパニュックさんが、故郷で歌われ
ている名曲や日本の代表曲「ふるさと」など、全７曲を披露しました。
生徒らは、体育館中に響き渡る透き通った歌声に聞き入り、歌唱が終
わる度に、大きな拍手を送りました。

▲�比留間千里さんの伴奏に乗せて歌うオク
サーナ・ステパニュックさん

シルバー人材センターのボランティア活動

れいな町で気持ち良く過ごせるためにき
　町シルバー人材センターによるボランティア活動が 10月14日、桑
折駅前団地集会所周辺で行われました。
　この日は、会員約20人が約3時間かけて敷地内の除草を実施。駅
前団地の歩道や集会所周辺など、手分けして隅々まで除草し、公園や
集会所をきれいにしました。
　センターでは、60歳以上の会員が、さまざまな仕事の依頼を受け
て元気に就業しています。随時会員を募集していますので、興味のあ
る人は気軽に連絡ください（桑折町字西段10　☎582- 3194）。

▲�「駅前団地集会所の利用者に、気持ち良く
過ごしてほしい」と話す会員の皆さん

追分長寿会の桑折駅前環境整備活動

の玄関口をはなやかに町
　追分長寿会による環境整備作業が 11月4日、桑折駅前で行われ、
会員15人が参加しました。当会が毎年取り組んでいる美化活動の一
環で、「地域に彩りを」をテーマに実施しています。今年も駐車場を
中心にパンジーの苗を植えました。会員は慣れた手つきで手際よく作
業し、駅周辺を色鮮やかに飾りました。
　安藤重雄追分長寿会会長は「色とりどりの花が並び、駅前がはなや
かになった。来町される皆さんを明るく迎えたい。駅利用者にも花を
見て、笑顔になってもらえたらうれしい」と笑顔で話しました。

▲�和気あいあいと苗を植える会員の皆さん。
駅前に足を運んだ際は、ぜひご覧ください

桑折地区住民自治協議会による標語募集表彰式

文字に託す火災予防17
　桑折地区住民自治協議会主催による「火災予防」をテーマとした標
語の表彰式が 10月31日、醸芳小学校で行われました。
　本コンクールは、同校の子どもたちの防災や交通安全に対する意識
向上を図るため、平成22年から毎年夏休みの宿題として実施してい
ます。今回の表彰式では、応募者数93人の中から優秀作品に選ばれ
た 5、6年生の児童16人に、工藤信悦会長より賞状が手渡されました。
　優秀作品は、立て看板として地域内の道路脇に掲げ、町の火災予防
を地域の皆さんに広く呼びかけていきます。

▲�火災予防を呼びかける標語を作り、見事優
秀作品に選ばれた皆さん

火災予防標語  優秀賞

わすれるな かぞくのえがおと ひのしまつ

火遊びは 火事になる元 気をつけよう

小さな火 使い方では 命とり

気づかない ちょっとしたこと 火事のもと

ひょっとした 心のゆだんが 火事のもと

消し忘れ 留守する前に 火の用心

忘れずに 戸じまり電気 火のしまつ

火のしまつ 火災予防を 心がけ

花火あと 親といっしょに おかたづけ

電子機器 ほこりはないか たしかめよう

外出時 みんなで声かけ 火災予防

消したかな？ 離れる前に 火の用心

消し忘れ 少しの油断が 火事のもと

小さな火 油断してると 大きな火

大丈夫？ ほこりかぶった コンセント

ちゃんと見た 火の元確認 火事防止
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